
長崎短期大学教育改革に関するアンケート（令和２年度）　 送信件数：約520件　 回答件数：128件 回答率：24.6％ 令和3年9月1日現在

問２
最も多かった

都道府県
長崎県と回答し

た件数
都道府県　無

回答
最も多かった

市町村
佐世保市と

回答した件数 無回答

長崎県 124 0 佐世保市 39 0

問３ １番多い回答 （回答番号）
（”１”と回答した
事業所数） 無回答数

（2）30～99
人

（3）100～
299人

（5）500～999
人 （7）3000人～

1～29人 1 78 1 40 5 1 3

問４ 一番多い回答 （回答番号）
（”25”と回答した
事業所数） 無回答数

9.卸売・小売
り

16.飲食サー
ビス

17.宿泊
22.学校教育

26.高齢者福
祉

27.障がい者
福祉 29.サービス

32.その他

児童福祉事
業［保育所］

25 65 1 1 2 1 34 20 1 1 3

問５

有 7 有 19

無 119 無 97

無回答 2 無回答 12

問６

①過去５年間
（2017～2021
年採用）・短大
卒採用数

②過去５年間
（2017～2021
年採用）・内
長崎短期大長崎短期大長崎短期大長崎短期大
学からの採学からの採学からの採学からの採
用数用数用数用数

③内　2021年
4月入社・短
大卒採用数

④内　2021年
4月入社・内
長崎短期大長崎短期大長崎短期大長崎短期大
学からの採用学からの採用学からの採用学からの採用
数数数数

Q6-1 517 10 103 0

Q6-2 5 2 0 0

Q6-3 6 3 3 1

Q6-4 159 72 42 16

Q6-5 65 28 23 11

Q6-6 19 11 2 2

Q6-7 2 1 4 0

問7 １位１位１位１位 ２位２位２位２位 ３位３位３位３位

Q7-1 長崎女子短大 活水女子大 長崎国際大

Q7-2 長崎短大 九文調専 長崎国際大

Q7-3 長崎女子短大 純心大 長崎短大

Q7-4 長崎女子短大 長崎短大 純心大

Q7-5 長崎短大 長崎女子短大 純心大

Q7-6 長崎短大 長崎国際大 こころ医療

Q7-7 長崎国際大 長崎県立大 長崎短大

問８

①長短生の割
合を増やした
い

②現在と同程
度採用したい

③長短生の
割合を減らし
たい

④今後採用の
予定はない

Q8-1 18 13 0 30

Q8-2 0 1 0 38

Q8-3 7 7 0 30

Q8-4 25 27 0 20

Q8-5 15 14 0 22

Q8-6 16 2 0 32

Q8-7 4 3 0 34

問9
有と回答した件

数
無と回答した

件数
無回答

18 93 11

「有」回答の
具体的な内容

問10
大変

優れている
やや優れて

いる
同じ程度

やや劣ってい
る

大変劣って
いる

Q9-1 2 15 52 2 0 1
Q9-2 2 10 57 3 0 2
Q9-3 3 25 38 5 0 3
Q9-4 1 24 41 6 0 4
Q9-5 1 17 45 7 0 5
Q9-6 1 12 53 5 0 6
Q9-7 1 12 53 5 0 7
Q9-8 5 14 52 5 0 8
Q9-9 1 17 50 3 0 9
Q9-10 4 18 47 3 0 10
Q9-11 0 9 56 6 0 11
Q9-12 1 17 46 7 0 12
Q9-13 1 14 52 4 0 13
Q9-14 3 13 51 3 0 14
Q9-15 3 17 51 0 0 15
Q9-16 1 18 51 1 0 16
Q9-17 5 21 43 2 0 17
Q9-18 3 17 50 1 0 18
Q9-19 3 20 45 3 0 19
Q9-20 0 1 56 7 1 20

21

問１1

最も多く選択さ
れた番号番号番号番号

（１位）

最も多く選択さ
れた番号番号番号番号

（２位）

最も多く選択さ
れた番号番号番号番号

（３位）

Q10-1 Q10-1 1 3 4，14
Q10-2 Q10-2 3 2 1，17
Q10-3 Q10-3 3 16 5，6
Q10-4 Q10-4 3 17 2
Q10-5 Q10-5 3 6 2，4
Q10-6 Q10-6 3 1 17
Q10-7 Q10-7 3 19 17

問１2
件数
10
55
31
0
0

問１3
※有の場合の実施月 ※有の場合の実施期間 （２）地域密着型教育のメリットとして考えられるもの

有無 件数 時期 件数 期間 件数 件数
有 43 4～6月 2 1日 3 42
無 59 7～9月 6 ２～3日 15 1

10～12月 3 1週間 16 45
1～3月 4 1ヶ月以上 2 6
随時 17 希望に応じて 3 52

7
6
3
36
27
12
7
0
3
4
24
57
5
0

18　社会貢献

19　その他

 インターンシップについては、様々な業種で行われている。実施の規模や内容についてはそれぞれであるが、やは
り1週間程度の実施期間を設ける企業・事業所が多いことがわかる。また、インターンシップ自体は業務体験によっ
て志望の幅の拡がりや、業種・職種への理解を深めていくことが大きな目的としてあるが、この機会が採用に結びつ
く場合も多いため、今後も積極的な参加を促していく必要があると考えられる。

 組織再編による地域共生学科の設置は、地域と大学との接点を設けることによる地域人材育成が目的の大きな柱
としてある。採用側の観点からも、地元就職者増加のきっかけとなることを期待する声が大きく、そして、学生個人の
能力向上についても様々な角度から期待を寄せられていることが見て取れる。

 今回、栄養士分野では給食受託企業が回答している
ため、500超の数字が見られる。栄養・製菓・一般職で
は、5年以内での本学卒業生の採用は行われたもの
の、令和2年度卒業生の採用数が０との回答であった。

項目
1　学生の地域志向性向上

2　地域の歴史や成り立ちへの理解度上昇

3　人と人、つまり学生と地域の方々との接点の発生

4　地域の中小企業の魅力（商品・技術・人材）への理解

5　地元就職者増加のきっかけ

6　地域課題の発見

7　既存、または新規の地域課題解決への道筋

アイディア発想力・解決模索力

目標達成への計画・実行力

 「大変優れている」「やや優れている」との評価で件数として上位で
あった「（3）新しい知識・能力を習得する姿勢」は、問11の「在学中に
身につけて欲しいこと」での意見とリンクしている。これは企業側の
ニーズと本学での成果がマッチしているものと考えられる。
しかしながら「やや劣っている」「大変劣っている」と評価があった項
目については、同時に高く評価されている場合もあり、獲得した能力
についての二極化が生じているとも捉えられる。つまりは、全体が等
しく能力を獲得できるよう教育内容、支援体制の改善が求められて
いるものと考えられる。

 コロナ禍採用活動を縮小する企業・事業所の傾向も
みられるが、現在と同程度、または本学生の割合を増
やしたいという意見は多く、本学卒業生への一定の評
価と、特に保育・介護分野での人材不足が顕著である
ことが見て取れる。

 長崎市を中心とした県南部からの回答が多かったこと
もあり、長崎市内の大学・短大からの採用が多いという
回答が目立った。
　本学学生は県北地区だけでなく、県央・県南地区から
の入学も多いため、全体的に上位に挙げられるよう、県
内就職をさらに促していくべきかと捉えられる。

新たな価値や仕事を創造する力

社会規範・ルールに従った行動

他者の多様性への理解と尊重

実習等、面台会等がなかった

【Q10・Q11　共通項目】

社会人としての自覚と社会への積極参加

外国語能力（読み・書き）

その他

３位３位３位３位

複数業務・活動の調整力

社会規範・ルールに従った行動

情報・知識の論理的分析力

情報判断とその有効活用力

主体性を以て行動する姿勢

自身の考えを言葉で伝える力

図・数字を用いて表現する力

チームの一員として協働する力

他者の知識や能力を応用する力

複数業務・活動の調整力

プレッシャーの中での実力発揮

コロナ禍での採用活動コロナ禍での採用活動コロナ禍での採用活動コロナ禍での採用活動
への影響の有無への影響の有無への影響の有無への影響の有無

実習生からの採用を検討してい
たが、実習ができなかった

令和2年度中に新卒採用及び
中途採用のすべて中止。お客
様の大幅な減少が大きな要因
です。

内定式や入社前の研修の実
施が制限。大学内での対面
の会社説明かの実施の制
限。

集団面談の場が少なくなり、
オンライン面談が増え、それ
に対応しなければいけない状
況となった。

見学や実習の受け入れを十分
に行えなかったこと。就活自体
も例年より遅く始まったことなど
の影響により、人材の確保が
困難であった。

前年度までは実習受け入れ
を行っていたが、新型ｺﾛﾅｳｲ
ﾙｽ感染拡大等により実習受
け入れを断念せざるを得な
く、求人を行っているというｱ
ﾋﾟｰﾙが行えなかった。

リモートでの会社説明会を希
望する学生が増加しました。

面接が困難

外国人労働者の雇用については、様々な業種での取り組みが積極的に開始されて
いる。今回のアンケートの結果において採用予定と回答が多かったのは、回答事
業所に高齢者福祉施設が多く含まれていたことが一つの要因と捉えられる。

介護福祉士
一般職・総合職

「（3）新しい知識・能力を習得する姿勢」を身につけて欲しいという意見が高く、積極的に自身を向
上させようという意志を有した人物を求めていることが分かる。

評価
非常に良い

良い

8　企業・事業所の知名度の上昇

9　学生の経験値の蓄積

在学中に身在学中に身在学中に身在学中に身
につけてほしにつけてほしにつけてほしにつけてほし
いこと：いこと：いこと：いこと：上位上位上位上位
３つ３つ３つ３つ

１０年前と比１０年前と比１０年前と比１０年前と比
較して　長崎較して　長崎較して　長崎較して　長崎
短期大学卒短期大学卒短期大学卒短期大学卒
業者の能力業者の能力業者の能力業者の能力
についてについてについてについて

保育教諭

学問分野・専門知識や技能

幅広い教養・一般常識

新しい知識・能力を習得する姿勢

目標達成への計画・実行力

現状分析と問題点・課題発見力

アイディア発想力・解決模索力

新しい知識・能力を習得する姿勢

保育教諭 新しい知識・能力を習得する姿勢

幼稚園教諭

１位１位１位１位 ２位２位２位２位

13　福利厚生制度見直しへの契機

14　固有の技術や知識の継承

15　教育・体験プログラムの開発

16　大学側との連携の強化

17　学生自身の社会人基礎力の向上

総じて本総じて本総じて本総じて本
学卒業生学卒業生学卒業生学卒業生
の印象はの印象はの印象はの印象は
どのようどのようどのようどのよう
な評価かな評価かな評価かな評価か

普通
悪い

非常に悪い

地域密着地域密着地域密着地域密着
型教育に型教育に型教育に型教育に
ついてついてついてついて

（１）インターンシップ実施の有無

製菓衛生師

一般職・総合職

一般職・総合職

栄養士

介護福祉士

保育教諭

10 新たな視点や思考に触れることによる業務の発展

11　従業員の指導力向上（メンター制導入）

12　企業・事業所内での協力体制の強化

消毒等の管理業務ができる看
護士を優先して採用した。

１人採用してもいいと思ってい
たが、子どもの数（令和1年度）
が減ったりしたから採用をやめ
た。

業界的に医療福祉分野が敬
遠されがちであったため、全
体の応募が例年と比較して
も少なかったように思いま
す。

学校訪問や就職説明会など
の機会や介護実習を中止した
ことにより求人をアピールする
場が減ってしまった。

保育実習・インターンシップの
受け入れが思うように出来な
かった。

見学など対面での対応がし
にくかった

毎年行っている学校訪問が出
来なかった。

外国人労働者（留学生）の外国人労働者（留学生）の外国人労働者（留学生）の外国人労働者（留学生）の
採用実績・今後の採用の予採用実績・今後の採用の予採用実績・今後の採用の予採用実績・今後の採用の予

定の有無について定の有無について定の有無について定の有無について

採用実績 採用の予定

新たな価値や仕事を創造する力

社会規範・ルールに従った行動保育士

所在地所在地所在地所在地

従業員数（正規のみ）従業員数（正規のみ）従業員数（正規のみ）従業員数（正規のみ）

業種業種業種業種

短大卒採用短大卒採用短大卒採用短大卒採用
状況（人数）状況（人数）状況（人数）状況（人数）

過去５年採過去５年採過去５年採過去５年採
用数の多い用数の多い用数の多い用数の多い
短大・専門学短大・専門学短大・専門学短大・専門学
校（校（校（校（上位３上位３上位３上位３
校）校）校）校）

将来　長崎短将来　長崎短将来　長崎短将来　長崎短
期大学から期大学から期大学から期大学から
の採用につの採用につの採用につの採用につ
いていていていて

栄養士
製菓衛生師
幼稚園教諭

栄養士

保育士

幼稚園教諭
保育士

保育教諭
保育士

幼稚園教諭

介護福祉士

製菓衛生師　（※専門学校）

新しい知識・能力を習得する姿勢

幅広い教養・一般常識

目標達成への計画・実行力

学問分野・専門知識や技能

幅広い教養・一般常識アイディア発想力・解決模索力

学問分野・専門知識や技能

新しい知識・能力を習得する姿勢

栄養士
製菓衛生師

介護福祉士
一般職・総合職

新しい知識・能力を習得する姿勢

新しい知識・能力を習得する姿勢

新しい知識・能力を習得する姿勢 学問分野・専門知識や技能

社会人としての自覚と社会への積極参加

現状分析と問題点・課題発見力

幅広い教養・一般常識

社会規範・ルールに従った行動

社会規範・ルールに従った行動

【長崎県内の佐世保市以外の市町村】

長崎市：１８ 諫早市：１９ 大村市：１５ 平戸市：６ 松浦市：５

五島市：２ 西海市：５ 雲仙市：２ 島原市：３ 南島原市：３

【長崎県以外の都道府県】

東京：２ 福岡：１ 佐賀：１


